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と
い
う
歌
が
見
え
て
い
ま
す
か
ら
、

大
宝
元
年
正
月
の
任
命
か
ら
二
年
六
月
の
出
発
ま
で
の
間
に
遣
唐
使

の
異
動
が
あ

っ
た
よ
う
で
あ
り
ま

在
根
よ
し
対
馬
の
渡
海
な
か
に

幣
取
り
向
け
て

と
題
し
て

と
あ
り
、

『
万
葉
集
』
巻
一
に
は

野
連
名
闊
、
入
唐
時
、
春
日
蔵
首
老
作
歌

平
が
成
立
し
た
の
か
、
何
人
が
そ
の
外
交
の
衝
に
当
っ
た
の
か
、
史
料
は
全
く
闊
け
て
い
て
、
詳
細
を
明
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
則

天
武
后
の
天
授
元
年
（
西
暦
六
九

0
)
は
、
我
が
持
統
天
皇
の
四
年
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
年
の
九
月
に
大
伴
部
博
麻
は
、
新
羅
の
送
使
金
高

訓
に
従
っ
て
帰
遠
し
て
い
ま
す
。
ま
た
持
統
天
皇
十
年
四
月
に
は
、
唐
国
で
伴
虜
生
活
を
送
っ
て
い
た
伊
予
国
風
速
郡
の
人
物
部
薬
、
肥
後
国

要
件
で
あ
り
ま
す
か
ら
、

日

唐

戦

争

（
瀧
川
）

早
遠
り
来
ね
（
六
二
）

皮
石
（
合
志
）
郡
の
人
壬
生
諸
石
が
帰
還
し
、
大
伴
部
博
麻
と
同
じ
よ
う
に
、
優
復
を
賜
っ
て
い
ま
す
。
捕
虜
の
交
換
は
、
嬬
和
条
約
の
第
一

日
唐
婿
和
条
約
は
、
持
統
天
皇
四
年
の
前
年
或
い
は
前
々
年
に
締
結
せ
ら
れ
た
こ
と
が
、
略
確
認
さ
れ
ま
す
。
日
本

日
唐
両
国
の
和
議
に
仲
介
の
労
を
と
っ
た
の
は
、
新
羅
の
国
で
あ
っ
た
ろ
う

の
捕
虜
の
送
遠
に
新
羅
の
使
が
当
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
推
し
て
、

と
い
う
こ
と
が
推
測
さ
れ
ま
す
。

か
く
し
て
日
本
か
ら
は
、
和
平
親
善
の
使
節
が
発
遣
せ
ら
れ
ま
し
た
。

以
―
―
民
部
尚
書
直
大
弐
粟
田
朝
臣
真
人
一
為
二
遣
唐
執
節
使
f

大
分
為
二
副
使
↓
参
河
守
務
大
輝
許
勢
朝
臣
祖
父
為
二
大
位
↓

刑
部
判
事
進
大
壱
鴨
朝
臣
吉
備
麻
呂
為
二
中
位
↓

『
続
日
本
紀
』
文
武
天
皇
大
宝
元
年
正
月
丁
酉
条
に
は

左
大
弁
直
広
参
高
橋
朝
臣
笠
間
為
二
大
使
f

掃
守
宿
祢
阿
賀
流
為
一
＿
小
位
f

進
大
参
錦
部
連
道
麻
呂
為
二
大
録
↓
進
大
騨
白
猪
史
阿
麻
留
。

古
兵
衛
率
直
広
隷
坂
合
部
宿
祢

山
代
国
相
楽
郡
令
追
広
輝

元
位
山
於
億
良
為
二
少
録
f

と
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
使
節
団
が
難
波
津
を
出
帆
し
た
の
は
、
大
宝
二
年
（
西
紀
七

0
二
）
の
六
月
で
、
帰
朝
し
た
の
は
、
慶
雲
元
年
（
西
紀

七

0
四
）
七
月
で
あ
り
ま
す
。
木
崎
愛
吉
氏
の
『
大
日
本
金
石
史
』
所
載
の
美
努
連
岡
万
の
墓
誌
銘
に
は

大
宝
元
年
歳
次
辛
丑
五
月
。
使
二
乎
唐
国
―
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日
唐
戦
争
（
瀧
川
）

「
子
ど
も
」
は
遣
唐
使
に
従
え
る
水
主
、
推
取
、
僚
従
等
を
指
し
た
も
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
こ
の
よ
う
な
大
集
団
の
遣
唐

使
が
、
長
安
に
到
っ
た
の
は
、
私
の
い
う
日
唐
戦
争
第
一
期
冷
戦
期
の
終
り
で
あ
る
斉
明
天
皇
五
年
（
西
暦
六
五
九
）
に
坂
合
部
石
布
、
津
守

吉
祥
、
伊
吉
博
徳
の
一
行
以
来
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
て
、
そ
の
間
四
十
三
年
、
長
安
の
人
士
は
、
日
本
使
節
の
入
京
を
見
な
か
っ
た
の
で
あ
り

平
和
克
復
を
喜
ぶ
長
安
の
人
士
は
、
久
方
ぷ
り
の
日
本
使
節
の
入
京
を
喜
び
迎
え
た
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
石
田
幹
之
助
博
士
は
、
そ
の
名
著

京
城
東
壁
の
中
門
、
春
明
門
の
あ
た
り
に
立
っ
て
見
渡
す
と
、
西
北
に
方
っ
て
遠
く
三
省
六
部
の
蝿
を
並
ぺ
た
「
皇
城
」
が
見
え
、
そ
の

（
皇
宮
）
が
殿
閣
の
頂
を
見
せ
、
更
に

そ
の
東
北
に
は
其
後
の
天
子
の
居
で
あ
っ
た
東
内
諸
宮
の
屋
頭
が
龍
宮

の
や
う
に
浮
び
、
盛
唐
の
頃
な
ら
ば
玄
宗
が
新
に
営
ん
で
そ
の
常
居
と
な
し
た
興
慶
殿
の

一
角
が
黄
瓦
丹
湿
を
映
発
し
て
勤
政
殿
や
花
尊

楼
の
画
棟
朱
簾
が
眉
に
迫
る
。
西
南
に

は
朱
雀
大
路
に
沿
う
て
薦
福
寺
の
小
雁
塔
が
民
家
の
間
に
尖
っ
た
頂
を
抜
き
、

南
の
方
遥
か
遠
く

北
に
は
最
初
の
「
宮
城
」

『
長
安
の
春
』
に
我
が
使
節
の
長
安
入
り
の
光
景
を
叙
し
て

ま
す
。

と
あ
り
ま
す
が
、

い
ざ
子
ど
も
は
や
く
日
本

へ

大
伴
の

待
ち
恋
ひ
ぬ
ら
む
（
六
一
―
-
）

歌
」
に
も

国
史
云
、
大
宝
元
年
正
月
。

と
い
う
書
入
れ
が
あ
り
ま
し
て
、

鹿
持
雅
澄
の

『
万
葉
集
古
義
』
人
物
伝
に
も
、
こ
れ
が
引
か
れ
て
い
ま
す
。
木
崎
氏
は
、
こ
の
書
入
れ
文
の

「
国
史
云
」
を
「
類
緊
国
史
云
」
と
し
て
お
り
ま
す
が
、

『
類
緊
国
史
』
に
は
此
の
文
は
見
え
ま
せ
ん
。

に
も
見
え
ま
せ
ん
か
ら
、
こ
の
書
入
れ
文
の
原
典
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
従
っ
て
こ
れ
を
ど
こ
ま
で
信
じ
て
よ
い
か
疑
問
で
あ
り
ま
す
が
、
使
節

団
が
百
人
を
越
え
る
大
集
団
で
あ
っ
た
こ
と
は
信
じ
て
よ
い
と
思
い
ま
す
。

御
津
の
浜
松

『
万
葉
集
』
巻

一
の

「
山
上
憶
良
、
在
二
大
唐
一
時
、
憶
一
＿
本
郷
一
作

呂゚

遣
唐
使
民
部
卿
粟
田
真
人
朝
臣
己
下
百
六
十
人
。

す
。

『
西
本
願
寺
本
万
葉
集
』
の

こ
の
歌
の
所
に

『
扶
桑
略
記
』

、

『
帝
王
編
年
記
』

乗
二
訟
五
隻
↓

小
商
監
従
七
位
下
中
宮
小
進
美
奴
連
岡
麻
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は と
あ
る
を
踏
え
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
し
て
、

は
ヽ

に
は
慈
恩
寺
の
大
雁
塔
が
竣
謎
た
る
金
霞
の
底
に
薄
紫
の
影
を
包
む
。
こ
の
あ
た
り
は
こ
の
上
都
長
安
と
東
都
洛
陽
、
北
都
太
原
等
と
を

繋
ぐ
孔
道
の
都
に
入
っ
て
来
る
処
と
て
、
車
馬
の
往
来
は
殊
の
外
に
は
げ
し
い
。
地
方
へ
赴
任
の
官
吏
も
出
て
く
れ
ば
、
略
舵
を
率
ゐ
た

キ
ャ
ラ
ヴ
ァ
ン
も
出
て
く
る
。
海
東
植
域
の
名
産
な
る
鷹
を
腎
に
載
せ
て
城
東
の
郊
野
に

一
日
の
狩
を
楽
し
む
銀
鞍
白
馬
の
貴
公
子
も
来

る
。
唐
廷
の
儀
杖
に
迎
へ
ら
れ
て
、
き
ら
び
や
か
な
行
列
に
騨
騎
の
歩
み
も
緩
く
西
に
向
ふ

の
は
、

大
和
島
根
の
す
め
ら
み
こ
と
の
み
こ

と
も
ち
て
、
遥
に
海
を
越
え
た
藤
原
清
河
な
ど
の
一
行
で
も
あ
ら
う
か
。
外
国
の
使
臣
の
入
朝
す
る
も
の
も
そ
の
東
よ
り
す
る
も
の
は
す

べ
て
こ
A

か
ら
都
へ
入
っ
た
。

と
述
べ
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
粟
田
真
人
一
行
の
長
安
入
り
も
、

正
に
こ
の
通
り
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
物
見
高
い
長
安
人
士
は
、
堵
列
し
て

こ
の
き
ら
び
や
か
な
日
本
使
節
の
歯
簿
を
見
ま
も
っ
た
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
右
の
石
田
博
士
の
文
は
、
厳
密
な
考
証
の
上
に
立
っ
て
書
か
れ
た

も
の
で
あ
り
ま
し
て
、
文
学
者
が
想
像
の
上
で
筆
を
走
ら
せ
た
美
文
と
混
同
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

『
日
本
後
紀
』
延
暦
廿
四
年
六
月
乙
己
条
に
見
え
る
遣
唐
大
使
藤
原
葛
野
麻
呂
の
奏
言
に

廿
三
日
。
内
使
趙
忠
。
将
二
飛
龍
家
細
馬
廿
一
二
匹
―
迎
来
。
兼
持
二
酒
肺
一
宜
慰
゜
駕
即
入
二
京
城
↓
於
二
外
宅
ー
安
置
供
給
。

と
あ
る
に
拠
っ
た
も
の
で
あ
り
、

日

麿

戦

争

（

瀧

川

）

「
す
め
ら
み
こ
と
の
み
こ
と
も
ち
て
」
の
一
句
は
、

「
唐
廷

の
儀
杖
に
迎
え
ら
れ
て
」
の
一

句

『
文
苑
英
華
』
、
巻
四
七

一
、
蕃
書
四
に
載
せ
ら
れ
て

い
る
「
勅
日
本
国
王
書
」
に

ス

メ

ラ

ミ

コ

ト

勅
日
本
国
王
主
明
楽
御
徳
。
彼
礼
義
之
国
。
神
霊
所
レ
扶
。
淮
渓
往
来
。
未
ー
ー
曽
為
已
忠
。
云
々

一
字
一
句
も
忽
せ
に
は
で
き
ま
せ
ん
。
真
人
の
一
行
は
、
東
内
則
ち
大
明
宮
に
導
か
れ
、

大
明
宮
の
正
殿
で
あ
る
含
元
殿
で
則
天
武
后
に
謁
し
、
大
明
宮
の
西
北
隅
に
あ
る
麟
徳
殿
で
宴
を
賜
わ
り
ま
し
た
。

『
新
唐
書
』

、
日
本
伝
に

長
安
元
年
。
其
王
文
武
立
。
改
元
日
一
＿
大
宝
↓
遣
一
ー
朝
臣
真
人
粟
田
―
貢
二
方
物
↓
朝
臣
真
人
者
猶
1

一
唐
尚
書
1

也
。
冠
二
進
徳
冠
f

頂
有
二
華
繭

四
↓
披
l

紫
抱
↓
吊
帯
。
直
人
好
レ
学
能
属
レ
文
。
進
止
有
レ
容
。
武
后
宴
二
之
麟
徳
殿
f

授
二
司
膳
卿
る
翌
之
。
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日

唐

戦

争

（
瀧
川
）

と
あ
り
ま
す
。
平
岡
武
夫
氏
の
『
長
安
と
洛
陽
』

れ
る
大
明
宮
の
奥
御
殿
で
、
此
処
に
招
ぜ
ら
れ
る
者
は
唐
朝
の
上
客
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
故
に
聖
徳
太
子
に
よ
っ
て
立
て
ら
れ
た
対
中

国
対
等
外
交
の
要
求
が
、
そ
の
儘
唐
朝
に
受
け
容
れ
ら
れ
た
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
唐
と
し
て
は
最
高
の
待
遇
を
我
が
使
節
に
与
え
た
も
の
で

あ
り
ま
し
て
、
持
統
朝
に
お
け
る
婿
和
条
約
が
戦
勝
国
と
戦
敗
国
と
の
間
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
不
平
等
な
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
が
推
察
せ
ら

こ
れ
よ
り
以
後
、
奈
良
平
安
時
に
派
遣
せ
ら
れ
た
遣
唐
使
は
、
み
な
こ
の
大
宝
時
の
先
例
に
よ
っ
て
待
遇
せ
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
し
て
、
藤

と
は
、
逆
に

『
日
本
後
紀
』
の
記
事
に
よ
っ
て
推
さ
れ
ま
す
。
含
元
殿
は
大
明
宮
内
の
最
大
の
建
物
で
、
中
共
に
な
っ
て
か
ら
行
わ
れ
た
大
明

宮
址
の
発
掘
で
立
派
な
花
文
碍
が
出
ま
し
た
。
司
膳
卿
は
則
ち
光
禄
卿
で
あ
り
ま
し
て
、

揮
性
霊
集
』
、
巻
五
に
収
め
ら
れ
て
い
る
「
為
二
大
使
1

与
二
福
州
観
察
使
l

書
」
に
は

又
大
唐
の
日
本
を
遇
す
る
こ
と
、

（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
刊
）

継
―
旧
好
於
行
人
↓
洛
天
無
涯
゜
貢
＿
一
方
物

に
拠
れ
ば
、
麟
徳
殿
は
親
王
諸
王
の
婚
儀
等
に
用
い
ら

『
日
本
後
紀
』
に
よ
っ
て
知
ら
れ
ま
す
。
粟
田
真
人
が
含
元
殿
で
武
后
に
謁
し
た
こ

た
り
。
夫
の
瑣
瑣
た
る
諸
蕃
と
壺
同
日
に
し
て
論
ず
べ
け
ん
や
。

正
三
品
の
官
で
あ
り
ま
す
。
弘
法
大
師
の
『
遍
照
発

こ
ぞ

八
秋
雲
の
如
く
会
う
て
高
台
に
膝
歩
し
、
七
戒
霧
の
ご
ど
く
合
っ
て
魏
跳
に
稽
穎
す
と
云
ふ
と
雖
も
、

ま
の
あ
た

我
が
国
の
使
に
は
、
殊
私
曲
げ
成
し
て
待
つ
に
上
客
を
以
て
す
。
面
り
龍
顔
に
対
し
て
自
ら
鸞
綸
を
承
る
。
佳
問
栄
寵
已
に
望
外
に
過
ぎ

と
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
が
誇
張
の
言
で
な
い
こ
と
は
、
王
維
の
「
送
＝
一
秘
書
見
監
（
阿
倍
仲
麻
呂
）
還
二
日
本
国
―
詩
井
序
」
に

海
東
国
日
本
為
レ
大
。

服
―
聖
人
之
訓
↓
正
朔
本
二
乎
夏
時
↓
衣
裳
同
一
＿
乎
漢
制
f

歴
レ
歳
方
達
。

於
天
子
↓
同
儀
加
等
。
位
在
二
王
候
之
先
↓
掌
次
改
観。

不
レ
居
一
＿
蛮
夷
之
邸
↓

と
あ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
こ
れ
を
証
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
唐
国
に
お
け
る
日
本
人
の
地
位
が
こ
の
よ
う
に
高
い
の
は
、
日
本
が
白
村
江
の

一
戦
に
敗
る
る
も
和
を
請
わ
ず
、
自
ら
防
備
を
厳
に
し
て
三
十
余
間
唐
と
対
峙
し
続
け
た
か
ら
で
あ
り
ま
し
て
、
我
々
今
日
の
日
本
人
は
、
当

時
の
日
本
人
の
剛
毅
な
る
気
暁
を
讃
嘆
す
る
と
共
に
、
自
ら
顧
み
て
愧
ず
る
所
な
き
を
得
ま
せ
ん
。

原
葛
野
麻
呂
も
麟
徳
殿
で
宴
を
賜
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
、

れ
ま
す
。
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定
方
の
部
将
董
宝
亮
は
、
大
い
に
驚
い
て
兵
変
あ
り
と
叫
び
ま
し
た
の
で
、
定
方
は
金
文
頴
を
釈
放
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
後
金
庚
信
の
心
は

唐
か
ら
離
れ
て
行
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

蘇
定
方
と
い
う
男
は
一
介
の
武
人
で
あ
り
ま
し
て
、
洒
批
城
を
陥
れ
て
義
慈
王
を
檎
に
し
た
時
に
は
、
城
中
で
戦
勝
祝
賀
の
宴
を
開
き
、
義

慈
王
父
子
を
し
て
唐
の
将
卒
に
酒
を
注
い
で
廻
ら
せ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
無
茶
な
こ
と
を
や
る
男
で
す
か
ら
、
百
済
の
黒
歯
常
之
を
し
て
任

存
城
に
拠
っ
て
唐
軍
に
抗
せ
し
め
た
り
、
新
羅
の
金
庚
信
を
し
て
憤
激
せ
し
め
た
り
し
た
の
で
あ
り
ま
し
て
、
軍
人
と
い
う
も
の
は
困
っ
た
も

の
で
あ
り
ま
す
。
今
次
の
大
戦
に
満
洲
、
支
那
に
お
け
る
占
領
行
政
が
う
ま
く
行
か
な
か
っ
た
の
も
、
帝
国
軍
人
が
支
那
人
、
満
洲
人
を
む
ご

く
取
扱
っ
た
か
ら
で
あ
り
ま
し
て
、
満
洲
国
の
癌
は
関
東
軍
将
士
の
横
暴
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
に
あ
り
ま
し
た
。
戦
時
中
、
支
那

に
い
た
出
先
官
憲
が
本
国
政
府
の
不
拡
大
方
針
に
も
拘
わ
ら
ず
、
ど
ん
ど
ん
戦
線
を
拡
大
し
て
い
っ
た
の
と
同
じ
よ
う
に
、
朝
鮮
に
駐
留
し
た

唐
の
諸
将
は
、
百
済
、
高
勾
麗
を
取
っ

た
ら
、
次
は
新
羅
、

は
そ
の
よ
う
な
屈
辱
を
堪
え
忍
ぷ
こ
と
は
で
き
な
い
。

衆
よ
、

た
か
ら
、
受
で
は
新
羅
の
唐
離
叛
の

こ
と
を
補
説
す
る
に
止
め
ま
す
。

さ
て
こ
れ
で
白
村
江
の
戦
よ
り
婿
和
に
至
る
ま
で
の
日
本
と
唐
と
の
関
係
の
概
略
を
述
べ
終
っ
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
日
唐
戦
争
第

三
期
に
起
っ
た
大
き
な
出
来
事
は
、
高
勾
麗
の
滅
亡
と
新
羅
の
唐
離
反
と
で
あ
り
ま
す
。
高
勾
麗
の
滅
亡
の
こ
と
は
、
前
に
簡
単
に
述
べ
ま
し

新
羅
が
唐
か
ら
離
叛
し
て
い
っ
た
き
っ
か
け
と
な
っ
た
も
の
は
、
顕
腹
五
年
七
月
（
西
暦
六
六

0
)
、
唐
と
新
羅
と
が
腹
背
よ
り
迫
っ
て
百

済
の
王
城
洒
枇
を
攻
略
し
た
時
に
お
け
る
軍
隊
の
衝
突
で
あ
り
ま
す
。
唐
将
蘇
定
方
は
、
新
羅
の
金
法
敏
と
徳
物
島
に
会
し
、
七
月
十
日
に
両

軍
の
兵
が
伎
伐
浦
で
会
す
る
こ
と
を
約
し
ま
し
た
。
法
敏
は
新
羅
に
遠
り
、
金
庚
信
、
品
日
、
欽
純
の
諸
将
に
五
万
の
精
兵
を
授
け
、
伎
伐
浦

に
赴
か
ん
と
し
て
百
済
に
攻
入
り
ま
し
た
が
、
黄
山
と
い
う
所
で
百
済
の
将
軍
堵
伯
に
喰
い
止
め
ら
れ
、
苦
戦
し
ま
し
た
。
そ
の
為
め
期
に
後

れ
て
伎
伐
浦
に
到
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
蘇
定
方
は
大
い
に
怒
り
、
新
羅
の
督
軍
金
文
頴
を
軍
門
に
斬
ろ
う
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
見
て
金

庚
は
激
怒
し
、
大
将
軍
が
新
羅
軍
が
黄
山
で
苦
戦
を
し
た
こ
と
を
知
ら
ず
に
、

「
必
ズ
先
ヅ
唐
軍
卜
決
戦
ン
テ
然
ル
後
―
―
百
済
を
破
ラ
ン
」
と
叫
び
ま
し
た
。

日
本
を
取
ろ
う
と
し
て
露
骨
な
計
画
を
立
て
た
の
で
あ
り
ま
す
。
龍
朔
三
年
（
西

日
唐
戦
争
（
瀧
川
）

そ
の
期
に
後
れ
た
こ
と
を
責
め
る
の
は
理
不
尽
で
あ
る
。
我
々
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日

睛

戦

争

思
い
ま
す
。

（
瀧
川
）

一
国
が
独

暦
六
六
三
）
、
唐
は
新
羅
を
鶏
林
大
都
督
府
と
し
、
文
武
王
を
鶏
林
大
都
督
に
任
じ
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
纏
て
漢
人
を
鶏
林
大
都
督
に
任
じ
、

新
羅
の
地
を
唐
の
覇
靡
州
と
す
る
準
備
工
作
で
あ
り
ま
し
て
、

唐

一
辺
倒
の
新
羅
も
妥
に
至
っ
て
考
え
ざ
る
を
得
ぬ
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
り

ま
す
。新

羅
が
唐
を
疑
え
ば
、
唐
も
新
羅
を
疑
う
わ
け
で
、
両
者
の
溝
は
だ
ん
だ
ん
深
ま
っ
て
ゆ
き
ま
し
た
が
、

唐
が
高
勾
麗
を
滅
し
た
後
に
新
羅

に
対
し
て
と
っ
た
処
置
は
特
に
酷
薄
で
、

唐
将
李
世
勤
は
、
新
羅
の
平
嬢
攻
囲
軍
の
期
に
後
れ
た
の
を
名
と
し
て
賞
賜
を
与
え
ず
、
唐
の
高
宗

も
、
ま
た
新
羅
に
高
勾
麗
の
一
城
を
も
与
え
ず
、
新
羅
は
高
勾
麗
に
対
す
る
恨
み
を
晴
ら
し
た
こ
と
で
満
足
す
べ
き
で
あ
る
と
諭
し
ま
し
た
。

こ
の
狡
兎
死
し
て
良
狗
を
烹
る
高
宗
の
酷
薄
さ
と
、

貪
装
あ
く
こ
と
を
知
ら
ざ
る
唐
人
の
領
土
慾
と
を
見
て、

文
武
王
、
金
庚
信
は
、
唐
と
袂

を
分
ち
、
自
衛
の
策
を
講
ず
る
に
至
っ
た
の
で
あ
り
ま
し
て
、
新
羅
が
矛
を
逆
ま
に
し
て
唐
と
戦
う
に
至
っ
た
の
は
、
無
理
も
な
い
こ
と
だ
と

新
羅
は
そ
の
自
衛
策
と
し
て
先
ず
百
済
の
故
地
を
侵
し
ま
し
た
。
高
宗
は
百
済
を
滅
し
た
と
き
も
、

そ
の
地
を
割
い
て
新
羅
に
与
え
る
こ
と

な
く
、
麟
徳
二
年
（
西
暦
六
六
五
）
、
百
済
と
新
羅
の
堺
に
あ
る
就
利
山
に
文
武
王
と
百
済
の
扶
余
隆
と
を
会
せ
し
め
、
互
い
に

そ
の
地
を
侵

す
こ
と
無
き
を
盟
わ
し
め
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
時
百
済
は
既
に
亡
び
、
扶
余
隆
は
唐
の
熊
津
都
督
と
し
て
百
済
の
遺
民
を
安
撫
す
る
為
め

に
熊
津
に
遣
わ
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
こ
の
盟
約
は
、
新
羅
を
し
て
唐
が
占
領
し
た
百
済
の
地
を
侵
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
盟

わ
し
め
た
も
の
で
あ
り
ま
し
て
、

唐
の
身
勝
手
な
盟
約
で
あ
り
ま
す
。
お
よ
そ
両
国
が
同
盟
し
て
一
国
を
攻
め
て
取
っ
た
土
地
を
、

占
し
て
他
の
同
盟
国
に
は
寸
地
尺
地
も
分
け
て
や
ら
な
い
と
い
う
、

盟
約
に
背
い
て
唐
の
鎮
岳
と
戦
い
、
百
済
の
故
地
を
併
せ
ま
し
た
。
同
盟
国
と
し
て
の
分
け
前
を
唐
が
呉
れ
な
い
か
ら
、
新
羅
は
実
力
に
訴
え

て
自
分
で
取
っ
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
同
盟
が
あ
り
得
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
故
に
新
羅
は
、
こ
の

次
に
新
羅
は
、
咸
亨
元
年
（
西
暦
六
七

0
)
、
高
勾
麗
王
の
一
族
安
勝
を
高
勾
麗
王
に
冊
立
し
て
、
こ
れ
を
己
れ
の
保
護
下
に
置
き、

唐
に

対
抗
い
た
し
ま
し
た
。
高
勾
麗
が
滅
亡
し
た
天
智
天
皇
七
年
以
後
に
日
本
に
入
貢
し
て
く
る
高
麗
の
使
は
、
こ
の
新
羅
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
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り
ま
す
。

愧
儡
政
権
の
便
で
あ
り
ま
す
。

新
羅
が
、
唐
と
同
盟
し
て
百
済

・
高
勾
麗
は
こ
れ
を
伐
つ
が
、

日
本
は
こ
れ
を
敵
と
し
た
く
な
い
と
い
う
態
度
を
と
っ
て
来
た
こ
と
は
、
前

に
述
べ
ま
し
た
が
、
高
勾
麗
が
滅
亡
し
て
か
ら
は
、
急
に
日
本
に
対
す
る
朝
貢
の
数
を
増
し
て
日
本
の
款
心
を
求
め
、

し
た
。
こ
の
形
勢
を
観
取
し
た
の
は
、
内
臣
鎌
足
で
あ
り
ま
し
て
、
鎌
足
は
、

金
唐
信
に
船
一
隻
を
贈
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
鎌
足
の
処
置
に
対
し
て
異
議
を
挟
む
者
が
あ
っ
た
の
で
、
鎌
足
は
、
普
天
の
下
、
率
土
の
浜
、
み

な
是
れ
王
臣
だ
か
ら
と
対
え
た
と
い
う
こ
と
が
、
大
織
冠
伝
に
見
え
て
い
ま
す
。
こ
の
鎌
足
の
打
っ
た
手
は
、
大
い
に
効
果
を
あ
げ
た
の
で
あ

り
ま
し
て
、

日
唐
戦
争
の
第
三
期
、
唐
と
の
国
交
が
絶
え
て
い
た
時
代
に
、

日
本
に
接
近
し
て
き
ま

天
智
七
年
九
月
、
入
貢
し
て
来
た
新
羅
の
使
金
東
厳
に
付
し
て

日
本
は
新
羅
を
通
じ
て
唐
の
文
物
制
度
を
輸
入
し
て
い
た
の
で
あ

新
羅
は
唐
と
戦
う
た
び
に
謝
罪
の
使
を
唐
に
出
し
て
、
唐
の
討
伐
を
避
け
ま
す
が
、
そ
の
舌
の
根
の
乾
か
ぬ
う
ち
に
、

ま
た
唐
軍
を
攻
撃
し

て
地
を
拡
げ
て
ゆ
き
ま
す
。
上
元
元
年
（
西
暦
六
七
四
）

、
高
宗
は
終
に
疱
瘤
玉
を
破
裂
さ
せ
て
、

文
武
王
の
官
爵
を
削
り
、
劉
仁
軌
に
命
じ

て
新
羅
を
討
た
し
め
ま
し
た
が
、
仁
軌
は
七
重
城
を
陥
れ
た
だ
け
で
、

日
唐
戦
争
（
瀧
川
）

あ
っ
さ
り
凱
旋
し
て
還
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
文
武
王
は
ま
た
入
貢
し

て
罪
を
謝
し
、

官
爵
を
復
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
頃
の
唐
兵
の
弱
い

こ
と
は
、
お
話
し
に
な
り
ま
せ
ん
。
新
羅
兵
に
攻
め
ら
れ
て
は
、
頑
強
な
抵

抗
を
試
み
る
こ
と
な
く
、
北
へ
北
へ
と
追
わ
れ
て
ゆ
き
ま
す
。
顕
慶
以
後
の
唐
兵
は
、
劉
仁
軌
の
奏
言
に
も
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、
食
い
詰
め

者
の
寄
合
で
す
か
ら
、
弱
い
の
も
道
理
で
す
。
唐
は
高
勾
麗
を
滅
し
た
時
に
安
東
都
護
府
を
平
壌
に
置
い
て
、
半
島
全
体
の
占
領
行
政
を
行
う

府
と
し
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
儀
鳳
元
年
（
西
暦
六
七
六
）
に
は
そ
れ
が
保
て
な
く
な
り
、
そ
れ
を
新
城
に
後
退
せ
し
め
ま
し
た
。
新
城
は
撫

順
炭
坑
の
近
く
に
あ
る
山
城
で
、
高
勾
麗
が
隋
の
蝸
帝
や
唐
の
太
宗
の
軍
を
防
い
だ
所
で
あ
り
ま
す
。

翌
儀
鳳
二
年
、
唐
は
新
羅
の
建
て
た
高
勾
麗
王
安
勝
に
対
抗
せ
し
め
る
為
め
に
、
先
に
伴
虜
と
し
て
長
安
に
連
れ
て
い
っ
た
高
勾
麗
王
を
遼

東
都
督
、
朝
鮮
王
と
し
て
遼
東
に
戻
し
、
遼
東
に
い
る
高
勾
盟
の
逍
民
を
安
撫
さ
せ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
が
、
そ
の
政
策
は
失
敗
に
終
り
ま
し

た
。
遼
河
流
域
に
住
ん
で
い
た
高
勾
麗
の
遺
民
は
、
漸
次
唐
の
討
伐
の
手
の
届
か
な
い
吉
林
の
山
地
に
逃
れ
、
英
傑
大
袢
栄
に
率
い
ら
れ
て
、
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日
唐
戦
争
（
瀧
川
）

飛
鳥

・
奈
良
時
代
の
文
化
、
例
え
ば
白
鳳
、

天
平
の
建
築
、
彫
刻
、
絵
画
、
若
し
く
は
当
代
の
文
学
で
あ
る
懐
風
藻
、
万
葉
集
と
い
っ
た
よ

て
い
た
だ
い
て
、
終
り
と
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

遼
東
の
地
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
り
ま
し
て
、

震
国
と
い
う
独
立
国
を
造
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
聖
武
天
皇
の
御
代
に
来
朝
し
て
き
た
渤
海
国
で
あ
り
ま
す
。
故
に
唐
は
高
宗
の
末
年
に
は
殆
ど

線
か
に
十
年
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
り
ま

妥
に
お
い
て
唐
国
内
に
外
征
の
む
な
し
さ
を
呪
い
、
平
和
を
讃
美
す
る
風
潮
が
彩
群
と
し
て
溺
っ
て
く
る
の
は
、
当
然
の
趨
勢
で
あ
り
ま
し

て
、
日
唐
の
和
議
も
、
こ
の
風
潮
に
押
さ
れ
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、

日
本
は
和
談
が
成
し
、
親
善
の
使
を
送
っ
て
も
、

な
お
唐
に
対
す
る
警
戒
を
解
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
奈
良
時
代
の
日
本
人
に
は
、

唐
人
は
隙
さ
え
あ
れ
ば
人
の
国
を
奪
お
う
と
す
る
侵
略
的
、
好
戦
的
国
民
で
あ
る
と
い
う
印
象
が
、
深
く
刻
み
込
ま
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
り
ま

す
。
そ
の
点
、
現
在
の
日
本
人
の
中
国
観
と
正
反
対
で
あ
り
ま
す
。
日
唐
の
購
和
に
よ
っ
て
撤
廃
せ
ら
れ
た
の
は
、
高
安
城
ぐ
ら
い
の
も
の
で

あ
り
ま
し
て
、
防
人
の
制
、
焔
隧
の
制
は
、
大
宝
の
親
善
使
節
派
遣
以
後
も
、
ゆ
る
む
こ
と
な
く
実
行
せ
ら
れ
ま
し
た
。

巻
廿
に
収
め
ら
れ
て
い
る
防
人
の
歌
は
、

す。

か
の
『
万
葉
集
』
、

天
平
勝
宝
七
歳
（
西
暦
七
五
五
）
二
月
、
防
人
の
交
替
期
に
当
っ
て
、
当
時
兵
部
少
輔
で
あ
り
ま
し

た
大
伴
宿
祢
家
持
が
、
防
人
部
領
使
に
引
率
せ
ら
れ
て
難
波
津
に
集
っ
て
き
た
東
国
の
防
人
が
詠
ん
だ
歌
を
蒐
集
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
我

が
国
が
唐
国
に
対
す
る
誓
戒
を
解
い
て
、
東
国
の
勁
兵
を
し
て
対
馬
、
壱
岐
を
成
ら
し
め
る
こ
と
を
罷
め
、
国
の
守
り
と
し
て
の
軍
団
の
兵
士

を
全
面
的
に
廃
止
し
て
、
治
安
醤
察
に
当
る
健
児
を
以
て
こ
れ
に
代
え
る
に
至
り
ま
し
た
の
は
、
唐
国
が
安
史
の
大
乱
に
よ
っ
て
衰
え
、
も
は

や
海
外
に
派
兵
す
る
実
力
が
無
く
な
っ
た
こ
と
を
見
定
め
た
桓
武
天
皇
の
御
代
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
故
に
白
村
江
の
戦
に
よ
っ
て
受
け
た
日

本
人
の
精
神
的
傷
洟
は
、
平
安
時
代
の
初
期
ま
で
残
存
し
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
の
で
あ
り
ま
し
て
、

は
実
に
大
き
い
と
い
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

お
話
は
だ
い
ぶ
長
く
な
り
ま
し
た
の
で
、
ま
だ
ま
だ
申
し
述
べ
た
い
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
辺
で
結
び
の
言
葉
を
述
べ
さ
せ

唐
が
高
勾
麗
の
故
地
を
支
配
し
た
の
は
、

日
唐
戦
争
が
我
が
国
民
に
与
え
た
影
響
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う
な
も
の
が
、
大
陸
、
半
島
の
文
化
の
影
響
に
成
っ
た
こ
と
は
、
よ
く
研
究
せ
ら
れ
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
当
時
の
日

本
国
家
、
則
ち
謂
う
と
こ
ろ
の
律
令
国
家
の
基
盤
を
な
し
て
い
る
軍
事
制
度
が
、
隋
の
南
北
統
一
に
よ
っ
て
膨
脹
し
出
し
た
隋
唐
国
家
の
侵
略

的
な
武
力
の
圧
力
に
よ
っ
て
形
成
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
殆
ど
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

日
本
史
家
の
大
化
以
前
の
兵
制
、
律
令
時
代

の
軍
事
制
度
を
論
じ
た
論
著
は
二
、
三
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
が
隋
唐
の
侵
略
に
備
え
て
、
日
本
人
が
そ
の
国
土
を
守
る
た
め
に
整
備
せ
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
指
摘
し
た
も
の
は
、

殆
ど
皆
無
で
あ
り
ま
す
。
私
は

こ
れ
を
大
へ
ん
遺
憾
に
思
っ

て
い
る
の
で
あ
り
ま
し
て
、
こ

れ
か
ら
日
本
史
の
専
家
と
な
ら
れ
る
諸
君
に
、
そ
れ
ら
の
こ
と
を
も
っ
と
よ
く
研
究
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
あ
り
ま
す
。
私
は
有
識
故
実
と

い
う
家
学
を
承
け
て
、
律
令
の
こ
と
を
若
い
時
か
ら
研
究
し
ま
し
た
の
で
、
世
間
か
ら
は
律
令
の
専
門
家
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。
私
は
律
令
と

い
う
も
の
は
、
私
の
い
う
か
な
り
長
期
に
亘
る
日
唐
戦
争
の
戦
わ
れ
て
い
る
時
代
に
、
太
子
憲
法
、
近
江
令
、
飛
鳥
浄
御
原
令
、
大
宝
令
と
整

備
せ
ら
れ
て
い
っ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
律
令
の
制
度
は
、
軍
事
制
度
を
軸
と
し
て
実
施
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
例

え
ば
戸
令
に
規
定
せ
ら
れ
て
い
る
戸
籍
、
計
帳
の
制
度
に
い
た
し
ま
し
て
も
、
国
民
を
国
防
戦
線
に
立
た
せ
る
徴
兵
を
第
一
目
的
と
し
て
、
そ

の
実
施
を
い
そ
が
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
庚
午
の
年
籍
は
、
最
初
か
ら
氏
姓
の
紛
乱
を
防
ぐ
た
め
に
造
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
公
式
令
に
定
め
ら
れ
て
い
る
飛
駅
、
駅
伝
、
駅
鈴
、
伝
符
の
制
度
に
い
た
し
ま
し
て
も
、
交
通
の
便
利
、
物
資
の
流
通
と
い
う
経
済
の
発

展
を
目
的
と
し
た
も
の
で
は
な
く
し
て
、
西
唾
の
笞
報
を
い
ち
早
く
京
に
伝
え
る
こ
と
を
主
眼
と
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
事
は
、
駅
政

が
兵
部
省
の
掌
る
と
こ
ろ
と
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ハ
ッ
キ
リ
断
言
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
医
疾
令
に
定
め
ら
れ
て
い
る

医
療
制
度
は
、
勿
論
国
民
の
衛
生
、
福
祉
の
為
め
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
軍
事
目
的
と
い
う
こ
と
も
、

重
視
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
近
代
の
軍
隊
に
衛
生
隊
が
あ
り
、
軍
医
総
監
と
い
う
も
の
ま
で
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
を
見
ま
し
て
も
、
医
療
が

軍
隊
に
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
軍
事
専
門
家
の
間
で
は
、
医
療
具
、

薬
品
を
軍
需
品
と
し
て
お
り
ま
す
。
養
老

職
員
令
の
衛
門
府
、
左
右
衛
士
府
、
左
右
兵
衛
府
の
条
に
夫
々
医
師
一
人
の
定
員
が
あ
る
こ
と
は
、

注
意
せ
ら
る
べ
き
で
あ
り
ま
す
。
タ
ン
ク

そ
の
他
を
も
つ
機
械
化
部
隊
が
で
き
る
ま
で
は
、
世
界
各
国
に
騎
兵
隊
が
置
か
れ
て
い
ま
し
た
が
、
古
代
社
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
馬
匹
は
軍

日

唐

戦

争

（
瀧
川
）
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日

唐

戦

争

（
瀧
川
）

『
後
漢
書
』
光
武
本
紀
に
見
え
る
昆
陽
の
戦
を
叙
し
た
文
章
か
ら
取
っ

た
も

事
に
最
も
必
要
な
も
の
で
あ
り
ま
し
て
、

軍
事
大
権
の
こ
と
を
「
兵
馬
の
権
」

と
い
っ
た
ぐ
ら
い
で
す
。
従
っ

て
馬
匹
を
養
成
す
る
官
牧
の
制

度
、
そ
れ
を
定
め
た
厩
牧
令
の
条
文
は
、

律
令
と
し
て
は
大
切
な
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、

大
化
の
改
新
は
、
日
唐
戦
争
が
冷
戦
期
か
ら
将
に
熱
戦
期
に
移
ら
ん
と
す
る
際
に
断
行
さ
れ
た
改
革
で
あ
り
ま
す
か
ら
、

革
、
整
備
に
最
も
力
が
注
が
れ
た
と
思
い
ま
す
。
孝
徳
紀
、
大
化
二
年
正
月
条
の
改
新
の
詔
に

置
蔽
内
国
司
郡
司
。
関
塞
。
斥
候
。
防
人
。
駅
馬
。
伝
馬
↓
及
造
二
鈴
契
↓

と
あ
り
、
大
化
元
年
八
月
朔
庚
子
条
の
東
国
の
国
司
に
対
す
る
詔
に

軍
事
制
度
の
改

於
―
―
閑
瞭
之
所
↓
起
-

l

造
兵
庫
↓
収
二
緊
国
郡
刀
甲
弓
矢
↓

辺
国
近
与
二
蝦
夷
玉
夜
境
処
者
。
可
芦
尽
数
二
集
其
兵
↓
而
猶
仮
中
授
本
主
5

と
あ
る
こ
と
は
、
改
新
が
軍
事
を
先
と
し
た
証
拠
で
あ
り
ま
す
。

私
が
斯
う
言
え
ば、

大
化
改
新
の
詔
は
、

『
日
本
書
紀
』
の
編
者
が
大
宝
令
の
条
文
に

よ
っ
て
文
を
為
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら、

そ
ん
な
も

の
は
証
と
す
る
に
足
り
な
い
と
、
さ
か
し
ら
を
言
う
人
が
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
大
化
改
新
に
当
っ
て
律
令
の
大
綱
が
宜
示
せ
ら
れ
た
こ

と
は
、

東
亜
の
大
勢
か
ら
考
え
て
間
違
い
の
な
い
こ
と
で
あ
り
ま
し
て
、
そ
の
文
章
を
云
為
し
て
、
そ
の
事
実
を
疑
う
ご
と
き
は
、
木
を
数
え

て
林
を
失
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。
史
家
は
文
章
は
ど
こ
か
ら
で
も
借
り
て
来
ま
す
。
天
武
紀
、
元
年
壬
申
条
の
瀬
田
合
戦
の
状
況
を
述
べ

た

旗
識
蔽
レ
野
。
埃
塵
連
レ
天
。
鉦
鼓
之
声
聞
二
数
十
里
f

列
弩
乱
発
。
矢
下
如
レ
雨
。

と
い
う
文
は
、
谷
川
士
清
が
い

し
く
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、

の
で
あ
り
ま
す
が
、
壬
申
の
年
の
七
月
十
三
日
、
瀬
田
に
於
て
激
戦
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
否
定
で
き
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
文
章
の
穿
繋
は
、
閑

人
の
閑
事
業
で
あ
り
ま
し
て
、
大
化
の
時
に
設
け
ら
れ
た
郡
の
大
少
領
は
評
督
、
助
督
と
書
い
た
と
い
っ
た
よ
う
な
こ
と
は
、
そ
れ
が
明
ら
か

に
さ
れ
た
と
て
、
大
し
た
手
柄
に
な
る
も
の
で
も
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
が
鬼
の
首
で
も
取
っ
た
か
の
よ
う
に
喧
し
く
叫
ば
れ
る
の
は
、

耳
ざ
わ
り
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

す
。

厩
牧
令
の
研
究
は
、

現
在
殆
ど
閑
却
さ
れ
て
い
ま
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ま
た
世
の
「
万
葉
学
者
」
な
る
も
の
が
、
防
人
の
別
離
の
悲
哀
の

み
を
強
調
し
て
、
勇
躍
し
て
国
防
の
大
任
に
当
ら
ん
と
し
て
詠
ん
だ
「
醜

と
い
う
の
と
同
じ
こ
と
で
あ
り
ま
し
て
、

の
御
楯
」
の
歌
を
軽
侮
し、

隋
唐
の
虎
狼
の
如
き
侵
略
心
を
咎
め
ず
し
て
、

国
司
が
兵
士
を
防
人
に
駆
り
立
て
る
こ
と
を
無
慈
悲
な
行
為
と
し

て
非
難
す
る
ご
と
き
は
、
ソ
聯
、
中
共
が
原
子
兵
器
を
も
つ
の
は
当
然
で
、
日
本
が
原
子
兵
器
を
持
と
う
と
い
う
の
は
飛
ん
で
も
な
い
こ
と
だ

正
に
亡
国
的
見
解
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
私
は
こ
の
よ
う
な
太
平
の
逸
民
が
、
文
化
人
と
し
て
の
さ

ば
っ
て
い
る
現
在
の
社
会
を
い
ま
い
ま
し
く
思
う
の
で
あ
り
ま
す
。

老
人
の
愚
痴
は
、

ま
ず
こ
れ
ほ
ど
に
い
た
し
て
お
き
ま
し
て
、
私
は
み
な
さ
ん
が
、
東
大

・
京
大
の
史
学
の
伝
統
に
囚
わ
れ
て
、
様
に
よ
っ

て
胡
薩
を
描
く
こ
と
を
為
さ
ず
に
、
新
機
軸
を
出
さ
れ、

皇
学
館
史
学
と
も
い
う
べ
き
新
し
い
日
本
史
学
を
樹
立
せ
ら
れ
る
こ
と
を
翼
求
い
た

し
ま
し
て
、

壇
を
降
る
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。

編
輯
部
付
記
•

本
稿
は
、
昭
和
四
十
六
年
六
月
四
日
に
行
は
れ
た
、
皇
学
館
大
学
史
学
会
に
お
け
る
瀧
川
博
士
の
御
講
演
原
稿
で
あ
り
ま
す
。

日

唐

戦

争

（
瀧
川
）
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